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刺激を用いた。下行性疼痛抑制測定（CPM）は、痛み経験から 1 分後、右手関節まで冷水（ 12
±1℃）に浸し 1 分直後に再び同量の痛み刺激を与え、痛み強度（ NRS）を測定した。神経






較し、CPM、GSES は、①で効果が高い傾向があった。 NIRS の背外側前頭前野、眼窩前頭前
野の活動は、著明な差はなく、GSR は、①で低下する傾向があった。  
【考察】  
 ①快感情を伴う視覚刺激の疼痛抑制群では、扁桃体の活動低下により、ACC の活動が抑








2018 年度 第 48 回日本慢性疼痛学会で発表予定である。  
